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法 律 相 談
顧問弁護士による法律相談です。
お気軽にご利用ください（毎月第2水曜日）

5月9日（水）・6月13日（水）
午後1時～3時

場所　大竹辰治事務所（西蒲田大城通り）
事前にお電話ください　☎ 3735－2611
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ご意見・ご要望をお寄せください

組　替　項　目 修正増額 修正減額
セーラム市親善訪問の中止 ▲ 6,164
大連市親善訪問の中止 ▲ 1,571
区政施策調査（海外）の中止 ▲ 11,093
同和対策に係る経費の減額 ▲ 4,766
75歳以上高齢者外来医療費助成 3,617,761
特別養護老人ホーム建設費整備助成（３か所増） 169,290
認可保育園建設補助（700人増） 1,965,464
全数調査検討委員会（15名） 750
仕事確保職員（10名） 70,000
工場家賃支援 300,000
ものづくり経営革新緊急助成 275,000
中小事業者の後継者支援 400,000
中小企業次世代人材確保支援 173,280
羽田空港跡地における産業交流拠点の形成の廃止 ▲ 213,112
新空港線整備資金積立基金積立金の廃止 ▲ 1,002,053
新空港線の整備主体の設立廃止 ▲ 180,000
新空港線の整備促進事業の廃止 ▲ 522
住宅リフォーム助成の増額（640件→1000件） 36,000
羽田空港沖合展開跡地利用の推進の廃止 ▲ 387,618
京急関連駅周辺のまちづくりの廃止 ▲ 6,704
小学校給食費無料化 1,260,000
中学校給食費無料化 550,000

合　　計 8,817,545 ▲ 1,813,603
修正増減額 7,003,942

（単位；千円）

く
ら
し
・
営
業
守
る
た
め
に

新
年
度
予
算
に
対
し
て
予
算
編
成
替
え
を
提
案

　

党
区
議
団
は
、
第
１
回
定
例
会
（
２

月
１６
日
か
ら
３
月
２７
日
）
の
予
算
特
別

委
員
会
で
、
緊
急
に
区
民
の
く
ら
し
・

営
業
守
る
た
め
に
新
年
度
予
算
に
対
し

て
編
成
替
え
を
求
め
る
動
議
を
提
出
し

ま
し
た
。
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
ず
、
保
育
園
待
機
児
解
消
の
た
め

認
可
保
育
園
増
設
や
、
学
校
給
食
費
の

無
料
化
実
施
。
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
解

消
の
た
め
に
区
の
責
任
で
整
備
し
、
高

齢
者
の
外
来
医
療
費
の
半
額
助
成
を
行

う
。
区
内
中
小
企
業
支
援
の
た
め
に
、

工
場
家
賃
支
援
、
仕
事
確
保
職
員
の
増

や
中
小
事
業
者
の
後
継
者
支
援
等
実
施

の
増
額
を
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
不
要
不
急
の
事
業
減
額
の
た

め
、
羽
田
空
港
跡
地
の
大
型
施
設
の
建

設
や
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
京
急
関
連
駅

周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
な
ど
の
大
型
開

発
を
見
直
し
、
区
民
に
利
便
性
の
向
上

に
な
ら
な
い
新
空
港
線
へ
の
積
立
基
金

等
を
減
額
し
ま
し
た
。
ま
た
、
区
民
か

ら
ム
ダ
使
い
と
批
判
が
あ
る
区
議
会
議

員
の
海
外
親
善
訪
問
は
中
止
す
る
提
案

を
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
自
民
・
公
明
・
民
進
等
が

反
対
し
否
決
さ
れ
ま
し
た
。



区 名 年　齢 内容（概要）
中　央 65歳以上 100円
江　東 70歳以上 200円
葛　飾 70歳以上 230円
江戸川 65歳以上 230円

いきいき入浴券の回数制限
撤廃や利用者負担の廃止を

回数制限のない区

各区ホームページより

各区ホームページより

区 名 年　齢 内　容（概要）
千代田 65歳以上 年間最大44枚
港 70歳以上 年間最大52枚

新　宿 60歳以上 月4回
墨　田 65歳以上 週1回（木・金いずれか）
品　川 65歳以上 毎週木曜日14時頃開始
世田谷 65歳以上 年間12～ 60枚
渋　谷 60歳以上 第1・3日曜、13 ～ 16時

（別に高齢者入浴デー）

入浴券が無料の区

区
民
施
策
の
充
実
に
向
け
て

予
算
特
別
委
員
会
で
大
竹
区
議
が
質
問

　

大
田
区
で
は
、
高
齢
者
の
方
の
健
康

維
持
や
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
を
推
進
す

る
た
め
、
区
が
一
部
負
担
し
て
銭
湯
が

利
用
で
き
る
「
い
き
い
き
入
浴
証
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
区
内
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
現
に
居
住
し
て
い
る
満
７０
歳
以
上

の
方
で
、
利
用
者
負
担
は
１
回
２
０
０

円
で
、
利
用
回
数
は
年
間
３６
回
（
２
か

月
で
６
回
ま
で
）
利
用
で
き
ま
す
。

　

大
田
区
は
、
銭
湯
が
３９
軒
あ
り
２３
区

で
一
番
多
く
あ
り
ま
す
。

　

大
竹
区
議
は
、
２３
区
で
回
数
制
限
の

な
い
区
が
４
区
あ
る
こ
と
や
、
入
浴
券

が
無
料
の
区
が
７
区
あ
る
状
況
を
示
し
、

回
数
制
限
の
撤
廃
や
利
用
者
負
担
を
な

く
し
、
健
康
増
進
と
ふ
れ
あ
い
推
進
を

す
す
め
る
提
案
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
送
付
の
改
善
で
、
足
立
区

「
ゆ
ー
ゆ
ー
湯
入
浴
証
」
が
、
区
民
が

申
し
込
み
を
し
な
く
て
も
送
付
さ
れ
る

こ
と
や
、
中
央
区
、
江
東
区
、
江
戸
川

区
で
、
引
換
券
が
送
付
さ
れ
て
き
て
、

引
換
券
を
銭
湯
へ
持
っ
て
い
く
と
入
浴

証
に
交
換
し
て
い
る
例
を
示
し
、
改
善

を
求
め
ま
し
た
。

応
能
負
担
と
基
金
活
用
で

介
護
保
険
料
引
き
下
げ
を

　

今
年
４
月
か
ら
、
介
護
保
険
事
業
の

３
年
ご
と
の
見
直
し
で
、
第
７
期
事
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
介
護
保

険
は
見
直
し
の
た
び
に
制
度
が
改
悪
さ

れ
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

第
７
期
事
業
で
も
要
支
援
１
・
２
の

対
象
者
が
、
介
護
保
険
制
度
か
ら
外
さ

れ
る
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
保
険
料
は
基
準
月
額

で
５
６
０
０
円
か
ら
、
６
０
０
０
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

区
は
、
保
険
料
引
き
上
げ
を
抑
制
す

る
た
め
、
所
得
段
階
別
保
険
料
で
保
険

料
の
高
い
１５
段
階
以
上
（
本
人
が
特
別

区
民
税
課
税
で
、
合
計
所
得
金
額
が
１

０
０
０
万
円
以
上
）
に
つ
い
て
、
基
準

額
に
対
す
る
比
率
の
引
き
上
げ
を
行
っ

た
こ
と
や
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の

活
用
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

大
竹
区
議
は
、
低
所
得
者
へ
の
負
担

減
と
、
高
額
所
得
者
に
さ
ら
な
る
負
担

増
に
よ
る
応
能
負
担
の
さ
ら
な
る
強
化

を
求
め
る
と
と
も
に
、
基
金
活
用
に
つ

い
て
第
７
期
事
業
に
は
約
３０
億
円
あ
る

基
金
の
う
ち
１８
億
円
し
か
使
わ
れ
て
お

ら
ず
、
基
金
全
額
の
活
用
に
よ
っ
て
、

保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
険
料
に
つ
い
て
区
は
、
２

０
２
５
年
に
基
準
月
額
で
８
３
０
０
円

を
予
定
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。


